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定量的に表示している。そして Fe 基合金では素材中の窒素および酸素含有量が大になると， R およ


















る熱源特性を明らかにし，ついで適正な実験方法を選定することによって溶接欠陥としての R. A お
よびAR ポロシテイ コールドシャットおよびスパイクを発生機構の立場から究明し，その形態を分
類するとともに，ポロシティの発生条件をポロシティダイヤグラムの形にまとめる実用的な整理法を
提案している。さらにこのダイヤグラムを用いてポロシティの発生に対する溶接条件の影響を定量的
に表示し，その発生特性を冶金学的に明らかにしている。またコールドシャットについても発生特性
を調査し， リップルラインとの差異を明確にしてその性状を明示している。さらに上記の研究結果に
基づき，これら溶接欠陥の防止対策として交流偏向ビームの適用および母材への有効な元素添加の重
要性を述べるとともに それらの有効性を実証している。
以上の成果は電子ビーム溶接法についていくつかの基礎的な新知見を提示してみるのみならず，本
溶接技術の発展に重要な貢献をもたらすものであって，溶接工学上寄与するところが大きしh よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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